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● ● ●・・・・ 
 元気でしょうか？ 私は、いたってげんき

です。思っていた通りこのアメリカの風土が

合っていたようです。 
 言葉を筆頭に食習慣など生活上不便なこ

とが一杯あるはずなのに、風土が合っていた

と言うのは、多少強がりではありますが、実

はある二つのことに気付いたのが元気であ

る大きな理由だと思っています。 
  
ひとつは、言葉からの解放です。私の回り

には日本語を

話せる人は一

人もいません。

もう２ヶ月近

く日本語から

遠ざかってい

ますし、しゃ

べっていませ

ん。メールば

かりで電話は

不経済なのと

時差で昼夜が

さかさまなの

で使っていま

せんので。 
周りから聞

こえてくる言

葉が地方なま

りの英語ばかりしかないので聞こうと思っ

て集中しない限り耳からの音で思考回路が

動き出すことはいまのところありません。負

け惜しみでもありますが、まだ、未熟な

Listening 能力が、私を言葉のストレスから
解放してくれているのです。いままでは聞か

なくてもよいことが、自然に耳に入り自動的

に思考回路が働きだしストレスがたまって

いたような気がします。いまは全くストレス

がたまりません。不思議ですね。 

 
● ● ●・・・・ 
ふたつめは、徹底したアメリカの個人主義

が私に合っていることです。Host family で
もHost school でもすべて確認事項が直接話
法であることです。たとえば、校長に聞けば

すべて分かると思って聞くと、それは、Cook
のことだから Barb（料理長）に聞いてくれ。
それは 3rd grade の話だから Coke （３年生
の先生）に聞いてくれ。と徹底して役割を持

ったひととの直接話法になります。 
Familyの夫婦のことでも、それはMarlyn
（夫）に聞いてくれ、それは Sis（妻）に聞
いてくれと物事の確認は個人単位で直接話

法になることです。 
「誰々が何々と言っていた」という表現や

「それは何々だと思う」と言うような会話が

一切ないことです。日本では自分に都合の良

い表現をする人や全くその反対の人から物

事を集中的に聞いたり聞かされたりしてい

たような気がします。この直接話法主義は無

駄な動きのずれが全く生じない良い主義の

ように思われます。これがとっても性に合っ

ているのです。 
 
この二つが現在、私に新鮮さを感じさせ元

気にしてくれているのです。 



ふと、考えました。もしかしたら日本で「私

は、わずらわしいので」と言って引きこもり

がちの人は、アメリカでは、とても社交的に

なり、日本ではうまく人の間を取り仕切って

いた人が、アメリカでは全く立場がなくなる

のではと？ 
 

● ● ●・・・・ 
恐縮ですが、話はがらっと変わっちゃいま

す。 
２ヶ月ばかりの間にアメリカの弱点を二

つも感じ、女性と若者に話して

みると（簡単に話すとと書いた

が事実は涙ぐましい言葉の努力

がかげにありますことを申し上

げておきますが）賛同を得、年

取った男性以外のほとんどの人

から支持を受けていることがわ

かりました。 
 
ひとつは、いまから準備し、

いわゆる玄関の下駄箱（靴箱）

をアメリカに普及すれば確実に

億万長者になること請け合いの

話です。それは、アメリカが頑

なに守ってきた靴のまま家の中で生活する

習慣の崩壊の兆しです。 
集中暖冷房、掃除、育児などで家庭用品の

変化がおきており、靴のままで過ごす不都合

さがこのところ極端に見直されつつあるこ

とです。玄関で靴を脱ぐ家庭が増えているよ

うです。 
 
● ● ●・・・・ 
ふたつめは、敗戦を知らないアメリカが開 
拓時代から使い続けてきたアメリカの尺貫

法、鯨尺方式です。重さはオンスにポンド、

距離や速度はマイル、長さはインチとフィー 
 
 
 
 
 
 

トとヤード、広さはエイカー、液量はガロン、

気温はＦ（ファーレンハイト）、コピー用紙

はＡ，Ｂサイズと異なるもの、１分は６０秒

を使わず１００を使う。などなどです。 
いわゆるメートル法からことごとく異な

っている国なのです。これでよくオリンピッ

クに参加していると思います。この点私には、

全く不便な国です。 
アメリカは、世界標準に一番、積極的でな

ければ世界のリーダーになれないことをい

まから自覚し、教育から変え、５０年掛けて

メートル法にならなければ

中国、日本、インド、パキ

スタン、インドネシアなど

というアジアの人口大国

（ベストテンのうち６つが

アジアです）というこれか

らの消費国を相手に経済競

争は出来ません。 
 
もうひとつ調子に乗って

付け加えるならば、食べる

事へのあまりにも寛大すぎ

る姿勢です。いくらキリス

ト教の教えとはいえ限度が

あります。アメリカでは餓死などは考えられ

ませんし、働かなくても「主（神）のもと」

で食べてゆけます。特に地方は極端です。先

進国で唯一人口が増加しているアメリカ。自

然の恵みに甘えているように思えます。 
 
書き始めるときりがないので今日はこの

へんにしておきますが、ときどきは、変な人

の変な話を聞いてあげてください。自分でも

十分自覚していますので。 
 

 


